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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結
累計期間

第53期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （千円） 4,516,944 4,036,465 9,750,999

経常利益又は経常損失（△） （千円） 52,509 △20,774 83,491

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属す

る四半期純損失(△)

（千円） 31,941 △25,709 52,421

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,587 △29,651 △29,581

純資産額 （千円） 2,477,784 2,304,890 2,389,749

総資産額 （千円） 6,876,212 7,212,806 8,148,097

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

(△)

（円） 1.75 △1.41 2.87

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.0 31.9 29.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 14,478 154,788 △595,806

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △57,059 △36,081 △194,916

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △174,344 243,908 665,016

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 451,284 905,144 542,528

 

回次
第53期

第２四半期連結
会計期間

第54期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額(△)
（円） 4.53 △0.11

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第54期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第53期第２四半期連結累計期

間および第53期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の概況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資に慎重な姿勢が強まり、個人消費の停滞や中国や

その他の新興国経済の成長鈍化、英国のEU離脱問題等の影響により、円高が進行するなど、景気の先行きは不透

明な状況で推移いたしました。

　当社グループにおきましては、東日本大震災の復興事業における被災３県の海岸堤防、防潮堤工事に提供する

製品の出荷は順調に推移いたしましたが、その他の地域における型枠貸与および製品の出荷は伸び悩みました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、4,036百万円（前年同四半期比480百万円減）

となりました。営業損失は10百万円（前年同四半期は営業利益55百万円）、経常損失は20百万円（前年同四半期

は経常利益52百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は25百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する

四半期純利益31百万円）となりました。

セグメントの業績の概況

　事業別の売上高は、型枠貸与事業が716百万円（前年同四半期比1百万円増）、資材・製品販売事業が3,320百

万円（前年同四半期比481百万円減）となりました。

　収益面では、型枠貸与事業の営業利益が86百万円（前年同四半期比77百万円増）、資材・製品販売事業の営業

損失が97百万円（前年同四半期は営業利益45百万円）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下資金という。)は、前連結会計年度末に比べ、

362百万円増加し、905百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況については、以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動により得られた資金は154百万円(前年同四半期は14百万円の収入）でした。主に売上債権の減少

1,367百万円、減価償却費163百万円による収入と、仕入債務の減少1,213百万円、たな卸資産の増加127百万円に

よる支出等によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動により支出した資金は36百万円(前年同四半期は57百万円の支出）でした。主に鋼製型枠等有形固定

資産の取得による支出34百万円等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動により得られた資金は243百万円(前年同四半期は174百万円の支出）でした。主に長・短期借入によ

る収入2,145百万円と、長・短期借入金返済による支出1,695百万円、リース債務返済による支出147百万円、配

当金の支払額56百万円等によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は25百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,997,000

計 38,997,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 18,622,544 18,622,544
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は1,000

株であります。

計 18,622,544 18,622,544 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 18,622,544 － 1,004,427 － 541,691
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フリージア・マクロス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 1,574 8.45

株式会社ジェイ・エム・イー 東京都新宿区西新宿六丁目10－１ 1,288 6.92

菊池　恵理香 東京都杉並区 1,119 6.01

行本　卓生 東京都港区 767 4.12

日本国土開発株式会社 東京都港区赤坂四丁目９－９ 616 3.31

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 576 3.10

今井　正利 岐阜県多治見市 557 2.99

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 449 2.41

日建工学株式会社 東京都新宿区西新宿六丁目10－１ 367 1.98

三井住友信託銀行株式会社

（常任代理人　日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目４－１ 340 1.83

日亜鋼業株式会社 兵庫県尼崎市中浜町19 250 1.34

計 － 7,906 42.46

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      367,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   18,003,000 18,003 －

単元未満株式 普通株式      252,544 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 18,622,544 － －

総株主の議決権 － 18,003 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日建工学株式会社

東京都新宿区西新

宿六丁目10－１
367,000 - 367,000 1.98

計 － 367,000 - 367,000 1.98

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 542,528 905,144

受取手形及び売掛金 3,809,357 2,840,485

電子記録債権 563,909 154,672

商品及び製品 1,945,540 2,070,148

原材料及び貯蔵品 4,341 7,829

繰延税金資産 3,700 6,600

その他 149,798 167,501

貸倒引当金 △9,530 △9,807

流動資産合計 7,009,645 6,142,575

固定資産   

有形固定資産   

リース資産（純額） 520,444 418,412

建設仮勘定 9,100 9,100

その他（純額） 148,417 181,151

有形固定資産合計 677,962 608,663

無形固定資産 19,961 19,193

投資その他の資産   

投資有価証券 265,025 262,604

長期貸付金 76,500 76,500

その他 321,237 325,496

貸倒引当金 △222,234 △222,226

投資その他の資産合計 440,527 442,374

固定資産合計 1,138,451 1,070,231

資産合計 8,148,097 7,212,806

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,581,081 2,353,296

短期借入金 900,000 1,120,120

1年内返済予定の長期借入金 153,636 245,832

未払金 108,028 121,136

リース債務 272,131 216,404

未払法人税等 10,654 14,183

その他 78,897 101,292

流動負債合計 5,104,429 4,172,265

固定負債   

長期借入金 292,572 429,541

リース債務 271,766 220,211

繰延税金負債 739 1,934

退職給付に係る負債 67,403 62,527

その他 21,436 21,436

固定負債合計 653,917 735,650

負債合計 5,758,347 4,907,916
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,004,427 1,004,427

資本剰余金 541,702 541,702

利益剰余金 881,455 800,973

自己株式 △62,797 △63,233

株主資本合計 2,364,788 2,283,870

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,699 18,083

その他の包括利益累計額合計 21,699 18,083

非支配株主持分 3,261 2,936

純資産合計 2,389,749 2,304,890

負債純資産合計 8,148,097 7,212,806

 

EDINET提出書類

日建工学株式会社(E00187)

四半期報告書

 8/18



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 4,516,944 4,036,465

売上原価 3,729,073 3,319,710

売上総利益 787,871 716,755

販売費及び一般管理費 ※ 732,521 ※ 727,459

営業利益又は営業損失（△） 55,349 △10,703

営業外収益   

受取利息 597 496

受取配当金 3,522 6,462

受取保険金 - 3,000

たな卸資産処分益 581 1,079

貸倒引当金戻入額 475 -

その他 2,436 736

営業外収益合計 7,612 11,774

営業外費用   

支払利息 8,384 10,782

為替差損 475 54

手形売却損 1,592 3,247

その他 - 7,761

営業外費用合計 10,453 21,845

経常利益又は経常損失（△） 52,509 △20,774

特別利益   

固定資産売却益 789 -

特別利益合計 789 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
53,299 △20,774

法人税等 20,492 5,260

四半期純利益又は四半期純損失（△） 32,806 △26,035

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
865 △325

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
31,941 △25,709
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 32,806 △26,035

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △29,219 △3,615

その他の包括利益合計 △29,219 △3,615

四半期包括利益 3,587 △29,651

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,722 △29,325

非支配株主に係る四半期包括利益 865 △325
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
53,299 △20,774

減価償却費 161,529 163,576

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,492 269

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △520 △4,875

受取利息及び受取配当金 △4,119 △6,958

支払利息 8,384 10,782

固定資産売却損益（△は益） △789 -

為替差損益（△は益） △1 54

売上債権の増減額（△は増加） 153,756 1,367,372

たな卸資産の増減額（△は増加） △500,867 △127,460

仕入債務の増減額（△は減少） 272,198 △1,213,125

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,795 53,539

その他 △101,172 △56,160

小計 34,408 166,238

利息及び配当金の受取額 3,553 6,393

利息の支払額 △8,384 △10,865

法人税等の支払額 △15,098 △6,977

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,478 154,788

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △53,340 △34,781

有形固定資産の売却による収入 1,480 -

その他 △5,199 △1,300

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,059 △36,081

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 - 1,820,000

短期借入金の返済による支出 △30,000 △1,599,880

長期借入れによる収入 50,000 325,000

長期借入金の返済による支出 △53,362 △95,835

自己株式の取得による支出 △848 △436

配当金の支払額 △51,517 △56,971

リース債務の返済による支出 △88,616 △147,969

財務活動によるキャッシュ・フロー △174,344 243,908

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △216,923 362,616

現金及び現金同等物の期首残高 668,208 542,528

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 451,284 ※ 905,144
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【注記事項】

（会計方針の変更）

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

受取手形割引高 363,316千円 37,415千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

給料及び手当 297,679千円 301,452千円

旅費交通費 76,494 69,379

退職給付費用 7,586 10,354

貸倒引当金繰入額 － 269

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 451,284千円 905,144千円

現金及び現金同等物 451,284 905,144
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 54,786 3.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月12日
取締役会

普通株式 54,773 3.00 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 54,771 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月11日
取締役会

普通株式 54,763 3.00 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 型枠貸与事業

資材・製品販売
事業

売上高    

外部顧客への売上高 715,369 3,801,575 4,516,944

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ － －

計 715,369 3,801,575 4,516,944

セグメント利益 9,577 45,772 55,349

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 55,349

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 55,349

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 型枠貸与事業

資材・製品販売
事業

売上高    

外部顧客への売上高 716,383 3,320,082 4,036,465

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ － －

計 716,383 3,320,082 4,036,465

セグメント利益又はセグメント損失

(△)
86,676 △97,380 △10,703

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △10,703

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △10,703

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額(△)
1円75銭 △1円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会

社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)
31,941 △25,709

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失金額(△)(千円)

31,941 △25,709

普通株式の期中平均株式数（株） 18,259,880 18,255,681

（注)　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成28年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1）配当金の総額………………………………………54,763千円

(2）１株当たりの金額…………………………………3円00銭

(3）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月１日

（注） 平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月10日

日建工学株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　木　智　博　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤　本　浩　巳　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日建工学株式会社

の平成28年4月1日から平成29年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成28年7月1日から平成28年9月

30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成28年4月1日から平成28年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日建工学株式会社及び連結子会社の平成28年9月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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